




昭和 58 年 1月 1 日より同年 12 月 31 日までの 1年間に、神奈川県内において変死扱いを受

けた嬰児を除く 2歳以下の乳幼児屍体は 60 例であり、月別発年件数は 3月、4月が各 7例

、1月、7月、8月、12 月が各 6例、5月、9月が各 5例、11 月が 4例、2月、10月が各 3

例、6月は 2例であり、季節と特別な関係は認められなかった。性別では、男児屍体は 33

例、女児屍体は 27 例であった。 

生後月数で最も多数は 6ヶ月及び 2歳の 7例、次いで 4ヶ月の 6例、7ヶ月の 5例、1ヶ月

以内、8ヶ月及び 1歳の 4例、3ヶ月、13 ヶ月、14ヶ月、17 ヶ月、18ヶ月、21 ヶ月の各 1

例であった。 

死因別分類で最も多いものは、吐乳吸引による窒息死 14 例、次いで肺炎等の呼吸器疾患に

よるもの 13 例・鼻口部圧迫による窒息死 8 例、SIDS 7 例、溺死 5 例、先天崎型 4例、外

傷性硬膜下出血及び外傷性腹膜炎 4例等である。 

しかしこれらの死因を検討した場合、検案・解剖を行った医師により死因決定について大

きな片寄りが認められ、2 歳近い乳幼児が布団の上で俯伏せになって死亡しているという

状況のため鼻口部圧迫による窒息死としている医師や、ほとんどの事例を肺炎としている

医師等極めて大きな疑問が残る。 

死亡時刻に分類した場合、0～3時:6 例、3～6時:5例、6～9時:10 例、9～12 時:5 例、12

～15 時:9 例、15～18 時:10 例、18～21時:8 例、21～24 時:7 例であり、時間帯に大きな特

徴は認めちれない。 

死亡の場所は、自宅が 58 例・保育所等が 2 例であるが、保育所等においての死亡例の 2

例がともに吐物(乳)吸引による窒息死であり、本屍の死因決定により遺族と保育所等との

間に問題が発生する可能性が大きい、また自宅において死亡した事例であっても、親が一

生涯背負って行かねばならない自責の念を残すこととなるる。 

発見時の屍体の状態については、仰向け:27 例、俯伏せ:20 例、横臥状:4 例、その他及び

不詳:9 例であった。 


